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(百万円未満四捨五入)

1．2023年3月期第3四半期の連結業績(2022年4月1日～2022年12月31日)

(1)連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

収益 税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 16,284,544 31.6 1,344,273 48.3 1,025,180 44.4 955,759 48.2 1,495,567 81.1

2022年3月期第3四半期 12,371,138 35.8 906,560 209.1 710,193 248.6 644,768 281.2 825,909 144.9
　

基本的1株当たり四半期利益 希薄化後1株当たり四半期利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 652.97 650.18

2022年3月期第3四半期 436.77 435.28
　

(注)「基本的1株当たり四半期利益」及び「希薄化後1株当たり四半期利益」は、「親会社の所有者に帰属する四半期利益」を基に算出していま

す。

　
(2)連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 22,573,728 8,940,376 7,925,376 35.1
2022年3月期 21,912,012 7,857,172 6,880,232 31.4

2．配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 － 71.00 － 79.00 150.00
2023年3月期 － 77.00 －
2023年3月期(予想) 103.00 180.00

　

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：有

3．2023年3月期の連結業績予想(2022年4月1日～2023年3月31日)

(％表示は、対前期増減率)

親会社の所有者に帰属する当期利益 基本的1株当たり当期利益
百万円 ％ 円 銭

通期 1,150,000 22.7 788.96
(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有
　

　

　　



※注記事項

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無

新規 － 社 (社名)、 除外 －社 (社名)

(2)会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① IFRSにより要求される会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

（注）詳細は、添付資料12頁「3.会計方針の変更・会計上の見積りの変更」をご覧ください。

(3)発行済株式数(普通株式)

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2023年3月期3Q 1,474,145,351株 2022年3月期 1,485,723,351株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 24,057,211株 2022年3月期 9,178,013株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2023年3月期3Q 1,463,718,330株 2022年3月期3Q 1,476,231,106株
　

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件等については、添付資料4頁「1.(4)業績予想の修正について」をご覧ください。
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（決算補足説明資料の入手方法）

決算補足説明資料は当社ホームページ（IR（投資家情報））に掲載しています。

（機関投資家・アナリスト向け決算説明会の開催方法）

当社は、機関投資家・アナリスト向けの第3四半期決算説明会をオンラインで開催する予定です。

なお、本説明会の内容（日本語）は、当社ホームページ（IR（投資家情報））よりライブ配信いたします。

・2023年2月3日(金）17：15～18：15・・・・・・第3四半期決算説明会

※当社ホームページ（IR（投資家情報））

https://www.mitsubishicorp.com/jp/ja/ir/index.html
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四半期連結財務諸表及び四半期連結財務諸表及び四半期連結財務諸表及び四半期連結財務諸表及び四半期連結財務諸表及び主な注主な注主な注主な注主な注記記記記記

11111..... 全全全全全般般般般般

（以下「四半期純利益」は「当社の所有者に帰属する四半期純利益」を指しています。）

(((((11111))))) 業績概業績概業績概業績概業績概況況況況況

収益は、市況上昇及び取引数量増加などにより、前第3四半期連結累計期間を3兆9,134億円（32%）上回る16兆2,845

億円となりました。

売上総利益は、豪州原料炭事業における市況上昇及び自動車関連事業における販売台数の増加などにより、前第3四

半期連結累計期間を4,483億円（31%）上回る1兆9,162億円となりました。

販売費及び一般管理費は、円安に伴う為替換算の影響などにより、前第3四半期連結累計期間から1,272億円（12%）

増加し、1兆1,711億円となりました。

有価証券損益は、不動産運用会社宛て投資の売却益などにより、前第3四半期連結累計期間を1,219億円（385%）上

回る1,536億円（利益）となりました。

その他の損益は、生物資産評価損益の変動などにより、前第3四半期連結累計期間を264億円（97%）下回る9億円

（利益）となりました。

金融収益は、資源関連投資先からの受取配当金の減少などにより、前第3四半期連結累計期間を109億円（8%）下回

る1,297億円となりました。

金融費用は、米ドル金利上昇などにより、前第3四半期連結累計期間から416億円（119%）増加し、765億円となりま

した。

持分法による投資損益は、天然ガス・原油価格上昇による持分損益の増加などにより、前第3四半期連結累計期間を

752億円（24%）上回る3,934億円（利益）となりました。

これらの結果、税引前利益は、前第3四半期連結累計期間を4,377億円（48%）上回る1兆3,443億円となりました。

以上により、四半期純利益は、前第3四半期連結累計期間を3,110億円（48%）上回る9,558億円となりました。

(((((22222))))) 資産及び負債資産及び負債資産及び負債資産及び負債資産及び負債・・・・・資本の状資本の状資本の状資本の状資本の状況況況況況

当第3四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より6,617億円（3%）増加し、22兆5,737億円となりまし

た。

流動資産は、前連結会計年度末より447億円（0%）減少し、9兆4,863億円となりました。

非流動資産は、前連結会計年度末より7,064億円（6%）増加し、13兆874億円となりました。これは、持分利益の増

加や円安に伴う為替換算の影響により持分法で会計処理される投資が増加したことなどによるものです。

負債は、前連結会計年度末より4,214億円（3%）減少し、13兆6,334億円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末より367億円（1%）増加し、7兆3,545億円となりました。

非流動負債は、前連結会計年度末より4,581億円（7%）減少し、6兆2,789億円となりました。これは、1年以内返済

長期借入への振替により社債及び借入金が減少したことなどによるものです。

資本合計は、前連結会計年度末より1兆832億円（14%）増加し、8兆9,404億円となりました。

当社の所有者に帰属する持分は、前連結会計年度末より1兆452億円（15%）増加し、7兆9,254億円となりました。こ

れは、連結純利益の積み上がりによる利益剰余金の増加や、円安に伴う為替換算の影響により在外営業活動体の換

算差額が増加したことなどによるものです。

また、非支配持分は、前連結会計年度末より381億円（4%）増加し、1兆150億円となりました。

有利子負債総額から現金及び現金同等物や定期預金を控除したネット有利子負債（リース負債除く）は、前連結会

計年度末より5,139億円（13%）減少し、3兆4,258億円となりました。
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(((((33333))))) キャッシュキャッシュキャッシュキャッシュキャッシュ・・・・・フローの状フローの状フローの状フローの状フローの状況況況況況

当第3四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ215億円減少し、1兆5,341億

円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第3四半期連結累計期間において、営業活動により資金は1兆4,250億円増加しました。これは、法人所得税の支払

いなどがあったものの、営業収入や配当収入のほか、運転資金負担の減少などにより、資金が増加したものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第3四半期連結累計期間において、投資活動により資金は1,403億円減少しました。これは、不動産運用会社宛て

投資の売却や関連会社への投資の売却などによる収入があったものの、設備投資、関連会社への投資や融資などに

よる支出により、資金が減少したものです。

投資キャッシュ・フローの主な内容及びセグメントは以下のとおりです。

新規・更新投資

・銅事業（金属資源）

・欧州総合エネルギー事業（電力ソリューション）

・海外電力事業（電力ソリューション）

・豪州原料炭事業（金属資源）

・北米不動産事業（複合都市開発）

・CVS事業（コンシューマー産業）

・LNG関連事業（天然ガス）

・エネルギーインフラ関連事業会社（産業インフラ）

・北米シェールガス事業（天然ガス）

売却及び回収

・不動産運用会社宛て投資（複合都市開発）

・北米シェールガス事業（天然ガス）

・アルミ製錬事業（金属資源）

・アジア再生可能エネルギー事業（電力ソリューション）

・総合エンジニアリング事業（産業インフラ）

・海外水事業（電力ソリューション）

以上の結果、営業活動及び投資活動によるキャッシュ・フローの合計であるフリーキャッシュ・フローは1兆2,847

億円の資金増となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第3四半期連結累計期間において、財務活動により資金は1兆3,243億円減少しました。これは、借入債務の返済や

配当金の支払い、リース負債の返済、及び自己株式の取得などにより資金が減少したものです。

配当は持続的な利益成長に合わせて増配していく「累進配当」を行う方針としています。自己株式の取得は、総還

元性向の水準及び資本構成の適正化のために実施したものです。負債による資金調達は、流動性と財務健全性の観

点で適切な水準を維持する方針としています。

また、上記の財務会計上の営業キャッシュ・フローとは別に、将来の新規投資や株主還元などの原資を適切に表す

べく、運転資金の増減影響を控除した営業キャッシュ・フローに、事業活動における必要資金であるリース負債支

払額を反映した「営業収益キャッシュ・フロー（リース負債支払後）」と、更に投資活動によるキャッシュ・フロ

ーを加えた「調整後フリーキャッシュ・フロー」を定義しています。
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営業収益キャッシュ・フロー（リース負債支払後）は、当第3四半期連結累計期間において1兆123億円の資金増とな

りました。

この結果、調整後フリーキャッシュ・フローは、8,720億円の資金増となりました。

(((((44444))))) 業績予想の修正につい業績予想の修正につい業績予想の修正につい業績予想の修正につい業績予想の修正についててててて

当連結会計年度の連結業績予想につきましては、第3四半期までの順調な進捗、第4四半期に対する手応え等を踏ま

え、以下のとおり修正しました。

2023年3月期の通期連結業績予想の修正

2022年11月8日
発表予想（A）

今回修正予想
（B）

増減額
（B - A）

増減率
（%）

当社の所有者に帰属する当期利益 10,300億円 11,500億円 1,200億円 12%

（注意事項）

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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2. 要約四半期連結財務諸表

(1) 要約四半期連結財政状態計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度末
（2022年3月31日）

当第3四半期連結会計期間末
（2022年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び現金同等物 1,555,570 1,534,084

定期預金 147,878 146,662

短期運用資産 7,000 3,022

営業債権及びその他の債権 4,283,171 4,427,251

その他の金融資産 774,833 520,745

棚卸資産 1,776,616 1,788,547

生物資産 98,268 110,547

前渡金 99,671 149,659

売却目的保有資産 202,157 167,968

その他の流動資産 585,881 637,839

流動資産合計 9,531,045 9,486,324

非流動資産

持分法で会計処理される投資 3,502,881 4,070,608

その他の投資 1,957,880 1,764,510

営業債権及びその他の債権 829,686 979,037

その他の金融資産 218,701 195,823

有形固定資産 2,784,039 3,012,996

投資不動産 94,399 92,516

無形資産及びのれん 1,221,568 1,216,376

使用権資産 1,520,536 1,503,183

繰延税金資産 53,548 44,525

その他の非流動資産 197,729 207,830

非流動資産合計 12,380,967 13,087,404

資産合計 21,912,012 22,573,728
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(単位：百万円)

前連結会計年度末
（2022年3月31日）

当第3四半期連結会計期間末
（2022年12月31日）

負債及び資本の部

流動負債

社債及び借入金 1,603,420 1,657,089

営業債務及びその他の債務 3,382,112 3,709,789

リース負債 253,519 236,349

その他の金融負債 884,112 525,643

前受金 238,656 274,320

未払法人税等 169,827 165,187

引当金 92,154 89,360

売却目的保有資産に直接関連する負債 9,585 8,992

その他の流動負債 684,448 687,747

流動負債合計 7,317,833 7,354,476

非流動負債

社債及び借入金 4,039,749 3,449,494

営業債務及びその他の債務 47,814 69,674

リース負債 1,338,788 1,335,985

その他の金融負債 218,053 265,698

退職給付に係る負債 127,394 127,734

引当金 280,633 317,359

繰延税金負債 643,862 666,613

その他の非流動負債 40,714 46,319

非流動負債合計 6,737,007 6,278,876

負債合計 14,054,840 13,633,352

資本

資本金 204,447 204,447

資本剰余金 226,483 227,013

自己株式 △25,544 △95,122

その他の資本の構成要素

FVTOCIに指定したその他の投資 511,059 351,408

キャッシュ・フロー・ヘッジ △121,321 7,849

在外営業活動体の換算差額 880,674 1,337,593

その他の資本の構成要素計 1,270,412 1,696,850

利益剰余金 5,204,434 5,892,188

当社の所有者に帰属する持分 6,880,232 7,925,376

非支配持分 976,940 1,015,000

資本合計 7,857,172 8,940,376

負債及び資本合計 21,912,012 22,573,728
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(2) 要約四半期連結損益計算書
(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間
(自 2021年4月1日

　 至 2021年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2022年4月1日

　 至 2022年12月31日)

収益 12,371,138 16,284,544

原価 △10,903,211 △14,368,355

売上総利益 1,467,927 1,916,189

販売費及び一般管理費 △1,043,869 △1,171,143

有価証券損益 31,721 153,571

固定資産除・売却損益 8,305 3,554

固定資産減損損失 △8,649 △5,404

その他の損益－純額 27,318 945

金融収益 140,568 129,675

金融費用 △34,946 △76,503

持分法による投資損益 318,185 393,389

税引前利益 906,560 1,344,273

法人所得税 △196,367 △319,093

四半期純利益 710,193 1,025,180

四半期純利益の帰属

当社の所有者 644,768 955,759

非支配持分 65,425 69,421

710,193 1,025,180

1株当たり四半期純利益（当社の所有者に帰属）

基本的 436.77円 652.97円

希薄化後 435.28円 650.18円
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(3) 要約四半期連結包括利益計算書
(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間
(自 2021年4月1日

　 至 2021年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2022年4月1日

　 至 2022年12月31日)

四半期純利益 710,193 1,025,180

その他の包括利益（税効果後）

純損益に振り替えられることのない項目

FVTOCIに指定したその他の投資による損益 △302 △128,018

確定給付制度の再測定 54 57

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対する持分 △4,051 △13,057

合計 △4,299 △141,018

純損益に振り替えられる可能性のある項目

キャッシュ・フロー・ヘッジ △61,362 45,184

在外営業活動体の換算差額 111,473 316,150

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対する持分 69,904 250,071

合計 120,015 611,405

その他の包括利益合計 115,716 470,387

四半期包括利益合計 825,909 1,495,567

四半期包括利益の帰属

当社の所有者 761,718 1,405,719

非支配持分 64,191 89,848

825,909 1,495,567
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(4) 要約四半期連結持分変動計算書
(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間
(自 2021年4月1日

　 至 2021年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2022年4月1日

　 至 2022年12月31日)

資本金

期首残高 204,447 204,447

期末残高 204,447 204,447

資本剰余金

期首残高 228,552 226,483

株式報酬に伴う報酬費用 1,889 1,601

株式報酬に伴う自己株式の処分 △308 △1,064

非支配株主との資本取引及びその他 △3,521 △7

期末残高 226,612 227,013

自己株式

期首残高 △26,750 △25,544

株式報酬に伴う自己株式の処分 711 2,698

取得及び処分－純額 △8 △116,737

消却 － 44,461

期末残高 △26,047 △95,122

その他の資本の構成要素

期首残高 784,685 1,270,412

当社の所有者に帰属するその他の包括利益 116,950 449,960

利益剰余金への振替額 △22,594 △23,522

期末残高 879,041 1,696,850

利益剰余金

期首残高 4,422,713 5,204,434

会計方針の変更に伴う累積的影響額 － △17,003

会計方針の変更を反映した期首残高 4,422,713 5,187,431

当社の所有者に帰属する四半期純利益 644,768 955,759

配当金 △203,737 △228,829

株式報酬に伴う自己株式の処分 △180 △1,234

自己株式の消却 － △44,461

その他の資本の構成要素からの振替額 22,594 23,522

期末残高 4,886,158 5,892,188

当社の所有者に帰属する持分 6,170,211 7,925,376

非支配持分

期首残高 924,743 976,940

非支配株主への配当支払額 △46,513 △53,722

非支配株主との資本取引及びその他 13,799 1,934

非支配持分に帰属する四半期純利益 65,425 69,421

非支配持分に帰属するその他の包括利益 △1,234 20,427

期末残高 956,220 1,015,000

資本合計 7,126,431 8,940,376

四半期包括利益の帰属

当社の所有者 761,718 1,405,719

非支配持分 64,191 89,848

四半期包括利益合計 825,909 1,495,567
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(5) 要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間
(自 2021年4月1日

　 至 2021年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2022年4月1日

　 至 2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

四半期純利益 710,193 1,025,180

営業活動によるキャッシュ・フローへの調整

減価償却費等 404,935 428,234

有価証券損益 △31,721 △153,571

固定資産損益 344 1,850

金融収益・費用合計 △105,622 △53,172

持分法による投資損益 △318,185 △393,389

法人所得税 196,367 319,093

売上債権の増減 △643,659 △68,766

棚卸資産の増減 △214,896 △73,197

仕入債務の増減 478,072 250,654

その他－純額 △120,251 70,327

配当金の受取額 366,885 367,676

利息の受取額 59,128 83,967

利息の支払額 △47,536 △87,945

法人所得税の支払額 △111,703 △291,901

営業活動によるキャッシュ・フロー 622,351 1,425,040
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(単位：百万円)

前第3四半期連結累計期間
(自 2021年4月1日

　 至 2021年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2022年4月1日

　 至 2022年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産等の取得による支出 △295,493 △335,910

有形固定資産等の売却による収入 20,692 14,463

持分法で会計処理される投資の取得による支出 △117,931 △125,522

持分法で会計処理される投資の売却による収入 177,200 231,515

事業の取得による支出
（取得時の現金受入額控除後の純額）

△38,159 △23,916

事業の売却による収入
（売却時の現金保有額控除後の純額）

12,033 142,523

その他の投資の取得による支出 △18,790 △28,370

その他の投資の売却等による収入 101,318 84,276

貸付の実行による支出 △59,386 △141,074

貸付金の回収による収入 41,982 30,745

定期預金の増減－純額 △3,818 10,949

投資活動によるキャッシュ・フロー △180,352 △140,321

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金等の増減－純額 76,088 △237,367

長期借入債務等による調達 709,047 173,804

長期借入債務等の返済 △681,742 △639,162

リース負債の返済 △208,595 △227,327

当社による配当金の支払 △203,737 △228,829

子会社による非支配株主への配当金の支払 △46,513 △53,722

非支配株主からの子会社持分追加取得等による支払 △16,226 △14,502

非支配株主への子会社持分一部売却等による受取 20,822 19,886

自己株式の増減－純額 △9 △117,104

財務活動によるキャッシュ・フロー △350,865 △1,324,323

現金及び現金同等物に係る為替相場変動の影響額 16,810 18,118

現金及び現金同等物の純増減額 107,944 △21,486

現金及び現金同等物の期首残高 1,317,824 1,555,570

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,425,768 1,534,084
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33333..... 会計方針の変更会計方針の変更会計方針の変更会計方針の変更会計方針の変更・・・・・会計上の見積りの変会計上の見積りの変会計上の見積りの変会計上の見積りの変会計上の見積りの変更更更更更

当要約四半期連結財務諸表において適用する重要性のある会計方針は、以下を除き、前連結会計年度の連結財務諸

表において適用した会計方針と同一です。

新たに適用する主な基準書及び解釈指針

基準書及び解釈指針 概要

IAS第37号「引当金、偶発負債及び偶発資産」（改訂）
契約が不利かどうかを評価する際に考慮されるコストを
明確化

IAS第37号「引当金、偶発負債及び偶発資産」（改訂）

連結会社は、第1四半期連結会計期間よりIAS第37号（改訂）を適用しています。経過措置に基づき、適用による累

積的影響を当連結会計年度期首の利益剰余金の残高の修正として認識しており、当該修正により、17,003百万円の

利益剰余金の減少（20,486百万円の引当金増加、3,483百万円の繰延税金資産増加）を計上しています。

IAS第37号の改訂に伴い、契約が不利かどうかを評価する上での契約履行のコストは、次の両方で構成されることが

明確化されました。

（a）契約履行による増分コスト（直接労務費や直接材料費など）

（b）契約履行に直接関連するその他のコストの配分（他の契約と並行して本契約を履行するために使用された有形

固定資産の減価償却費の配分など）

契約履行のコストが経済的便益を上回る場合、当該契約は不利な契約に該当し、引当金を認識することが要求され

ますが、連結会社は、従来、（a）の増分コストのみを契約履行のコストとして考慮していたため、IAS第37号（改

訂）の適用開始に伴い、LNGの販売事業における一部の契約において追加で引当金の計上が必要となったものです。

これらを除く新たな基準書及び解釈指針の適用による当要約四半期連結財務諸表への重要な影響はありません。

当要約四半期連結財務諸表における重要な会計上の見積りの変更は以下のとおりです。

ロシア・ウクライナ情勢の影響

ロシア・ウクライナ情勢の経済環境に与える影響は、公的機関等が発行する経済見通しなどのとおり、情勢の緊迫

化や各国のロシアに対する金融・経済制裁の継続や拡大、それに対するロシアによる国際送金規制や輸出規制など

の対抗措置により、物品の供給制約、エネルギー価格の高騰に起因したインフレなどを介して経済成長見通しの下

方圧力となることが想定されます。

このような環境下、ロシア・ウクライナ情勢の影響については、業種や地域によって直接・間接の影響も異なりま

すが、少なくとも当連結会計年度末まで継続し、金融・経済制裁の解除、国際送金規制・供給不足の解消や貿易・

サプライチェーンの正常化には時間を要する前提としています。

連結会社のロシアにおける主たる事業は自動車・モビリティセグメントにおける販売金融事業及び天然ガスセグメ

ントにおけるLNG関連事業への投資です。当第3四半期連結会計期間末における連結会社のロシアにおける事業に関

する資産総額は166,982百万円（内、現金及び現金同等物の残高は48,888百万円）であり、これらの資産の評価に当

たっては、上記前提を反映して会計処理を行っています。

（ロシアにおけるLNG関連事業）

連結会社は、ロシアでLNG関連事業を行うSakhalin Energy Investment Company（以下SEIC）に対して10%持分を有

しており、その他の投資（FVTOCIの金融資産）として会計処理を行っています。2022年6月30日付のロシア大統領令

（第416号）及び2022年8月2日付の政府令（第1369号）の発出に基づき、当該LNG関連事業を運営する新会社として

Sakhalin Energy LLC（以下SELLC）が設立され、SEICが有する権利義務がSELLCに移転されました。連結会社は、

SELLCの持分引受をロシア政府に申請し、2022年8月31日付で同申請が承認されたことにより、当該LNG関連事業に対

して引き続き10%持分を有していますが、SELLCの出資者間協定書の条件など事業運営に係る詳細については、SELLC
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の出資者構成が確定した後に協議する必要があり、当該投資に係る不確実性は依然として継続しています。当該LNG

関連事業への投資は継続していることから、SELLC宛て投資の認識に当たっては純損益の認識を行わず、SEIC宛て投

資に関して認識していたその他の資本の構成要素をSELLC宛て投資に関するその他の資本の構成要素として継続して

認識したうえで、SELLC宛て投資をその他の投資（FVTOCIの金融資産）として会計処理を行っています。

連結会社は、当該状況を勘案し、確率加重平均による期待現在価値技法を用いたインカムアプローチで当該投資の

公正価値を測定しています。SELLCへの投資を通じて当該プロジェクト期間にわたる配当収入を見込む一方、その他

シナリオも加味し、公正価値（レベル3）を64,654百万円として測定し、当第3四半期連結累計期間において78,741

百万円のその他の包括損益の減少（税前）を認識しています。

日本政府やパートナーと協議の上で対応しており、今後の状況により公正価値が増加又は減少する可能性がありま

す。ただし、当該公正価値の変動はその他の包括損益で認識するため、純損益に与える影響はありません。

44444..... 継続企業の前提に関する継続企業の前提に関する継続企業の前提に関する継続企業の前提に関する継続企業の前提に関する注注注注注記記記記記

該当事項はありません。

　




